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　輸入農産物に付着してくる害虫の種類は非常に多種に

わたっているが，Carpophilus属（ケシキスイ科Nitidu－

lidae）のものも輸入検疫の際にしばしば発見される。こ

の属は世界から180種あまり記録されていて，そのうち

十数種が貯蔵中の穀類その他の農産物を加害することが

知られている。

　筆者は1955～1959年の間に大阪支所で行なった輸入

検査並びに輸入麦類取扱工場の害虫調査の際に採集され

た種類について，それらが食害していた農産物の種類と

仕出国または発見工場の所在地別に整理してそれぞれの

種類の性質を検討した。

　この調査を実施するにあたり，種名の同定に多大の御

援助をいただいた愛媛大学農学部昆虫学研究室の久松定

成氏に深く感謝する次第である。

　別表中の採集回数は，同一の船または製粉製麦工場か

ら2種以上発見した場合はそれぞれ1回とした。

　別表に示すとおり，この調査期間中に発見された

Carpophilus 属は8種で， このうち，日本本土に分布の

記録のない種は，Carpophilus dimidiatus FABRICIUS，

C．obsoletus BLANDFORD，   C．luridus　BLANDFORD，

C．humeralis FABRICIUS  および C．sp.の5種であり，

分布しているものは，  C．pilosellus MOTSCHULSKY，

C．marginellus LINNE， C．hemipterus LINNE  の3種で

あった。

　（1962年10月受領）

　上記の8種を仕出地域別に整理し， DOBSON（1954，

1959）の報告と比較してみると，

ることが知られているが，輸入検疫では東南アジ

ア，東アフリカおよび南アフリカ産の貯蔵農産物か

ら発見された。しかし英国におけるDOBSONの調

査では北部アジアおよび北アフリカを除く広い地域

からの貯蔵農産物から発見しているので，本種の分

布は非常に広いものである。

　本種が付着している貯蔵農産物は穀類，油料原

料，乾果，香辛料および薬料等きわめて広範な種類

に及んでいる。

リカ，北アフリカおよび西アフリカ仕出しの貯蔵農

産物から採集されたが，英国では上記のほかに近

東，中央アメリカおよび南アメリカのものからも発

見している。

　本種が付着してくる植物は前種と同様に多くの種

類に及んでいる。

から発見されたが，英国では近東のものから採集し

ている。

　本種の付着植物は生果実および木材であった。

2.　 C.obsoletus  北部アジア，東南アジア，北アメ

3.　C.luridus 東南アジア産の穀類から発見された。

4.　C. humeralis　北部アジアと北アメリカ産の植物

5.　C. pilosellus 東南アジア産の穀類から発見した

1.  C. dimidiatus   日本では奄美群島に分布してい

2.  C. obsoletus  北部アジア、東南アジア、北アメ

3.  C.luridus 東南アジア産の穀類から発見された。

4.  C. humeralis　北部アジアと北アメリカ産の植物

5.  C.pilosellus　東南アジア産の穀類から発見した
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　が，本種は日本では農家，製粉，精麦工場等から多

　く発見される。

　たが，近畿地方の輸入麦取り扱い製粉，精麦工場を

　調査した際にも発見された。英国では，上記のほか

　に西アフリカ産の穀類等からも発見している。

　本種の付着植物は穀類と薬料である。

7． C．hemipterus　 東南アジア，北アメリカおよび

　北アフリカ産の貯蔵農産物から発見し，また近畿地

　方の製粉，精麦工場からも発見された。英国では上

　記のほかに，北部アジアおよび東アフリカを除いた

　地域からのものから発見している。

　　　本種の付着植物はきわめて種類が多く，わが国で

はみそ，しょうゆ，乾果等の重要害虫として知られてい

る。

　上記のほかに，英国の調査によれば，　C.　mutilatus

（東南アジア，近東），C，maculatus（西アフリカ，東

南アジア），C．ligneus（近東，ヨーロッパ，西アフリ

カ，南アフリカ), C. freemani（南アメリカ，西アフリ

カ，オーストラリア)，C．halli(東南アジア，西アフリ

カ)，C．fumatus（西アフリカ，南アフリカ）の6種を

貯蔵植物生産物を食害する種類としてあげている。それ

ゆえ，われわれも輸入検疫の際に，さらに詳細な調査を

すれば，これらの種類を発見することもあると考える。

6.  C.marginellus　 北アメリカ産の穀類から発見し


